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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月24日(2013.5.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　圧電デバイス１００では、支持腕３３がキャビティ２４の中に載置され、導電性接着剤
４１により接続電極２２と接着され固定される。そして、パッケージ２０とリッド１０と
が封止材４０により接着され、キャビティ２４が封止される。このようにして圧電デバイ
ス１００は完成するが、圧電デバイス１００は一般に２８０℃前後のリフロー炉でプリン
ト基板にはんだ付けされる。以下、圧電デバイス１００が２００℃以上で一定時間加熱さ
れることを高温試験工程という。そして、圧電デバイス１００は高温試験工程の後でもで
きるだけ周波数が変動しないことが求められる。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　さらに、各支持腕２３３の＋Ｙ軸側には導電性接着剤４１を塗布するための接着部２３
３ａが形成されており、基部２３１側には支持部２３３ｂが形成されている。また、接着
部２３３ａと支持部２３３ｂとの間には接着サポート部２３３ｃが形成されている。接着
サポート部２３３ｃの幅Ｗ１０は、導電性接着剤４１を塗布しやすくするために支持部２
３３ｂよりも広く、接着部２３３ａで発生する応力を振動腕２３２に伝えにくくするため
に接続部２３３ａよりも狭く形成されている。接着部２３３ａ及び接着サポート部２３３
ｃは支持部２３３ｂに対して幅広領域となっている。音叉型圧電振動片２３０では接着部
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２３３ａ及び接着サポート部２３３ｃの全面に導電性接着剤４１が塗布されても良いし、
図４（ａ）に示されるように、各支持腕に２カ所又は複数の導電性接着剤４１が塗布され
ても良い。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　音叉型圧電振動片３３０は、支持部３３３ｂに貫通孔３３４が形成されていることによ
り支持腕３３３が柔軟に動くようになり、導電性接着剤４１からの応力を逃すことができ
る。また、接着部３３３ａにも貫通孔が形成されている場合は、支持腕がＺ軸方向へ変位
したりＹ軸に対して回転したりする等の応力を発生させてしまう場合あったが、接着部３
３３ａに貫通孔を形成しないことにより、これらの応力の発生を防ぐことができる。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　音叉型圧電振動片４３０では、振動腕４３２と支持腕４３３との間の基部４３１のＹ軸
方向の長さＬ４６が音叉型圧電振動片３３０よりも短くなっているため、支持腕４３３に
かかる応力が振動腕４３２へ伝わりにくくなり、音叉型圧電振動片４３０の周波数変動を
小さくすることができる。また、接着部４３３ａに貫通孔が形成されていないことにより
、支持腕４３３のＺ軸方向の変位及び支持腕４３３がＹ軸に対して回転する等の応力の発
生を防ぐことができる。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
　図９（ｂ）は、図９（ａ）のＥ－Ｅ分解断面図である。音叉型圧電振動片６３０は、基
部６３１と、振動腕６３２と、支持腕６３３（図１０参照）と、支持腕付け根位置６３８
（図１０参照）と、これらを囲むようにして形成されている外枠６３７とにより構成され
ている。音叉型圧電振動片６３０は、リッド６１０及びベース６２０により外枠６３７が
挟みこまれて支えられるようにして配置され、低融点ガラス、直接接合、共晶合金等の接
合部材により接合されている。リッド６１０及びベース６２０の音叉型圧電振動片６３０
に向かいあう面には凹部が形成されており、この凹部は圧電デバイス６００が形成された
時にキャビティ６２４を形成する。音叉型圧電振動片６３０の外枠６３７以外の部分は、
このキャビティ６２４に配置される。また、ベース６２０の＋Ｚ軸側の面には接続電極６
２２が形成されている。接続電極６２２は、外部電極６２１とベース６２０の内部を貫通
する導通部（不図示）により電気的に接続されている。また、接続電極６２２は、音叉型
圧電振動片６３０の外枠６３７に形成されている電極接合部６４２において電気的に接続
される。
 
【手続補正６】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　音叉型圧電振動片６３０には、第１実施例で説明した音叉型圧電振動片１３０のように
、支持腕付け根位置６３８が振動腕付け根位置６３９よりも－Ｙ軸側に形成されていても
良い。また、基部６３１の幅を広くして、振動腕６３２と支持腕６３３との間の距離を広
く取っても良い。
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